
市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

目
標

1,200 団
体

1,200 団
体

実
績

1,382
団
体

1,320
団
体

達
成
率

115.2 ％ 110.0 ％

目
標

80,000 人 80,000 人

実
績

91,400 人 87,946 人

達
成
率

114.3 ％ 109.9 ％

目
標

22,000 人 22,000 人
課
長

0.50 人

実
績

24,743 人 22,536 人
係
長

0.50 人

達
成
率

112.5 ％ 102.4 ％
職
員

0.25 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.80 人

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.20 人

達
成
率

職
員

0.80 人

　家庭教育学級や子育
てサポーターなどの活
動を通じて、保護者の
不安を軽減するため、
関係機関や関係部局と
連携しながら、情報提
供、啓発活動を行い、
保護者が家庭教育につ
いて学ぶ機会の充実、
子どもの基本的生活習
慣定着への理解を促す
ための情報提供、啓発
活動を進める。

小：93.0％
中：91.9％
（H25年
度）

朝食を毎日「食べ
ている」「どちら
かといえば食べて
いる」と回答した
児童生徒の割合

小：94.4％
中：93.7％

7,307
小：92.4％
中：91.0％

小：94.4％
中：93.7％

小：93.0％
中：91.9％
（H25年
度）

小：92.5％
中：90.9％

小：93.3％
中：91.9％

Ⅰ-1-
(3)-② 
家庭教育
支援の充
実

3
家庭・地域・学
校パートナー
シップ事業

　家庭教育学級や子育
てサポーターなどの活
動を通じて、保護者の
不安を軽減するため、
関係機関や関係部局と
連携しながら、情報提
供、啓発活動を行い、
保護者が家庭教育につ
いて学ぶ機会の充実、
子どもの基本的生活習
慣定着への理解を促す
ための情報提供、啓発
活動を進める。

生涯
学習
課

小:98％
中:97％

Ⅰ-1-
(3)-③ 
地域全体
が教育を
支える社
会の実現

家庭・地域・学
校パートナー
シップ事業

4
生涯
学習
課

小:100％
中:100％
（H30年
度）

　博物館の理念に基づき、博
物館を第二の学校として子ど
も達の来館機会を創出し、知
的好奇心や学習意欲を高める
役割を果たすことで、学校教
育の充実に寄与していく。
　文学館についても、更なる
入館者数の増加に向けた魅力
的な企画を創出していく。

  朝食を毎日「食べている」
「どちらかといえば食べてい
る」と回答した児童生徒の割
合は前年度とほぼ同程度で推
移しているため「順調」と判
断。

順調

【評価理由】
　成果指標については概ね横
ばいで推移しており「順調」
と判断。

【課題】
　核家族世帯や共働き世帯
等、世帯構成の多様化により
家庭教育学級へ参加できない
保護者に対する学習機会及び
役立つ情報の提供方法の検討
が必要である。

【評価理由】
　博物館の学校団体誘致数、
学校関係入館者数及び文学館
の入館者数がいずれも目標を
達成しているため「順調」と
判断。

【課題】
　博物館については、北九州
市に立ち寄る修学旅行の学校
団体の減少が見込まれるた
め、さらなる誘致活動の強化
を図る必要がある。
　文学館については、更なる
子どもの来場を促す仕組みづ
くりが必要となる。

順調

人

順調

順調

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

順調

　来館実績に基づいた誘致活
動を実施した結果、学校団体
数・入館者数ともに目標を達
成したため「順調」と判断。

順調

0.05

　入館者数が目標を上回った
ため「順調」と判断。

人

人

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

1,857 1,353
係
長

職
員

18,624

80,000人
以上
（毎年
度）

18,628

H29年度

2,901

H28年度 人件費（目安）

人数

16,075

課
長

78,290人
（H24年
度）

H28年度

施策番号
・施策名

博物館セカンド
スクール事業

　博物館を第二の学校
と位置づけ、修学旅
行・社会見学など学校
教育の一環として、子
どもたちの博物館利用
の促進を図るものであ
る。

1

Ⅰ-1-
(2)-⑤ 
子どもの
特性を伸
ばす教育
の充実

No.

2
文学館普及研究
費

文学
館

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

基本計画の施策を構成する
主な事業・取組

主要事業
所管課名

H29年度

学校団体誘致数

　北九州市ゆかりの文
学者の業績を企画展等
で紹介するとともに、
本市の文芸の振興に功
績のあった文学者を市
内外に発信する。

入館者数
(単位：人）

朝食を毎日「食べ
ている」「どちら
かといえば食べて
いる」と回答した
児童生徒の割合

22,000人
（H30年
度）

小:99％
中:99％

10,741人
（H23年
度）

事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

1,116団体
（H24年
度）

1,200団体
以上
（毎年
度）

学校関係入館者数

9,473

9,1507,111

9,1507,111

小：93.3％
中：91.9％

小：92.4％
中：91.0％

小:99％
中:99％

17,668 12,625

7,307

0.50

1.40

9,473

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

順調

  朝食を毎日「食べている」
「どちらかといえば食べてい
る」と回答した児童生徒の割
合は前年度とほぼ同程度で推
移しているため「順調」と判
断。

　核家族世帯や共働き世帯の
増加等、子どもや家庭を取り
巻く環境が大きく変化したこ
とにより、事業の見直しを求
める声が出てきた。そこで、
「家庭教育支援プロジェク
ト」を立ち上げ、平成31年度
以降の事業の見直しを検討す
る。
　また、子育てサポーター養
成後、実際の活動につながる
よう、市民センターや関係局
と協議する。

小:98％
中:97％

小：92.5％
中：90.9％

小:100％
中:100％
（H30年
度）

　核家族世帯や共働き世帯の
増加等、子どもや家庭を取り
巻く環境が大きく変化してい
るため、子育てサポーター養
成後、十分な活動をするため
の接点を持てるよう、市民セ
ンターや関係局と協議してい
く。

【評価理由】
　成果指標については概ね横
ばいで推移しており「順調」
と判断。

【課題】
　子育てサポーター及び子育
てサポーターリーダーの登録
数増加と、登録後の活動場所
の展開が必要である。
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

100,000 人 100,000 人

実
績

85,864 人 84,107 人

達
成
率

85.9 ％ 84.1 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

84 ％ 87 ％

達
成
率

93.3 ％ 96.7 ％

目
標

65 % 70 %
課
長

0.10 人

実
績

51.1 % 56.2 ％
係
長

0.10 人

達
成
率

78.6 ％ 80.3 ％
職
員

0.20 人

生涯学習活動促
進事業

5 　地域に根付いた活動を実施
するため、地域の実情を反映
し、地域課題の解決につなが
る講座を増やしていく。
　平成30年度に実施した計画
書・報告書等の簡素化の他、
既存事業の統合による効率化
を図っていく。
　また、生涯学習推進コー
ディネーターについては、研
修会や館長研修を通じてコー
ディネーターの必要性を館長
に周知していく。

　生涯学習推進コーディネー
ターの配置割合は目標には達
していないものの、昨年度よ
り増加している。また、研修
会の実施等により生涯学習推
進コーディネーターの質の向
上や活動の充実化を図ってお
り、「順調」と判断。

0.10 人

【評価理由】
　生涯学習市民講座参加者数
はやや減少したものの、生涯
学習推進コーディネーターの
配置割合および生涯学習活動
に関する満足度は上昇してお
り、活動内容の充実が図れて
いることから「順調」と判
断。

【課題】
　生涯学習市民講座について
は、地域課題解決や地域活動
を目指す講座を増やす必要が
ある。
　生涯学習推進コーディネー
ター配置事業については、館
長にコーディネーターの必要
性を周知し、配置を促進して
いく必要がある。

順調

0.20

　生涯学習市民講座参加者数
は前年度と比較し減少してい
るが、生涯学習活動に関する
満足度は前年度より上昇し、
ほぼ目標を達成している。
　したがって「順調」と判
断。

人

人15,463

10,705 順調

順調

0.50

3,650

90％以上
（H32年
度）

生涯
学習
課

生涯学習活動に関
する満足度

生涯
学習
課

93,589人
（H25年
度）

　各市民センター等
で、地域課題や現代的
課題等の解決を目指す
講座、心と体の健康づ
くりを目指す講座など
幅広い分野にわたる講
座を実施する。また、
それぞれの地域の特色
を生かし、家庭・地
域・学校が連携して、
子どもたちに様々な体
験活動や世代間交流の
機会を提供し、地域ぐ
るみで子どもを見守り
育てる意識を高め、地
域全体で子どもの健全
育成に取り組む機運を
醸成する。

96.3%
（H25年
度）

85％
（H32年
度）

生涯学習市民講座
参加者数

14,240

生涯学習推進コー
ディネーターの配
置割合

56.2%
（H25年
度）

100,000人
（H30年
度）

7,2566
生涯学習推進
コーディネー
ター配置事業

Ⅰ-3-
(1)-① 
多様な学
習機会や
学習情
報、学び
の場の提
供

　生涯学習の推進なら
びに市民センター等の
活性化を図るため、学
習機会や人材等、地域
に関する様々な情報の
収集や提供を行う生涯
学習コーディネーター
を、全市民センターに
配置する。

課
長

6,90014,151

職
員

係
長

7,107
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

1,380 人 1,410 人

実
績

1,435 人 1,477 人

達
成
率

104.0 ％ 104.8 ％

目
標

95 ％ 95 ％

実
績

96 ％ 98 ％

達
成
率

101.1 ％ 103.2 ％

目
標

100,000 人 100,000 人

実
績

85,864 人 84,107 人

達
成
率

85.9 ％ 84.1 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

84 ％ 87 ％

達
成
率

93.3 ％ 96.7 ％

目
標

54 %
課
長

0.10 人

実
績

30.6 ％
係
長

0.20 人

達
成
率

56.7 ％
職
員

0.30 人

目
標

75
法
人

90
法
人

実
績

73
法
人

88
法
人

達
成
率

97.3 ％ 97.8 ％

目
標

24,000 人 24,500 人

実
績

24,222 人 24,338 人

達
成
率

100.9 ％ 99.3 ％

対前年度
30人増

25,000人
(H30年度)

　生涯学習市民講座参加者数
は前年度と比較し減少してい
るが、生涯学習活動に関する
満足度は前年度より上昇し、
ほぼ目標を達成している。
　したがって「順調」と判
断。

　市民活動を促進する講座の
実施や情報提供の充実を図っ
ていく。

　新規設立NPO法人数及びサ
ポートセンター利用者数が目
標を概ね達成しているため
「順調」と判断。

順調

【評価理由】
　市政モニターアンケートの
結果からは、地域活動をリー
ドする人材の増加について、
実感を伴う段階まで達してい
ないことが分かったものの、
北九州市民カレッジ事業及び
生涯学習活動促進事業につい
ての成果指標は概ね好調に推
移していることから、「順
調」と判断。

【課題】
　生涯学習市民講座におい
て、地域課題解決や地域活動
を目指す講座を増やす必要が
あり、そうした受講者の中か
ら新たに講座や地域活動を
リードする人材を発掘してい
く必要がある。

人

人

【評価理由】
　新規設立NPO法人数及びサ
ポートセンター利用者数が目
標を概ね達成しているため
「順調」と判断。

【課題】
　市民活動のさらなる促進の
ため、新たな活動参加者の掘
り起こしとともに、活発に活
動する市民活動団体を育成し
ていくことが必要である。

順調0.30

1.10

0.30

　地域活動をリードする人材
育成として、生涯学習事業を
通して地域で活躍できる人材
の育成、生涯学習推進コー
ディネーターの配置の推進や
市民センター館長等研修を実
施した。
　また、人材マッチングモデ
ル事業を、年長者研修大学校
周望学舎と連携し市民セン
ターで実施した。
　一方で、市政モニターアン
ケート結果では「地域活動を
リードする人材やボランティ
ア活動に取組む人材が増加し
ていると感じる」に肯定的な
回答をした割合が、30.6％で
目標達成しなかったため、
「やや遅れ」と判断。

0.90

20,137

　受講者数、受講者の満足度
がいずれも目標を達成してい
るため、「順調」と判断。

順調

順調

0.40

人

人

人

人

人

係
長

60%以上
（H32年
度）

100,000人
（H30年
度）

90％以上
（H32年
度）

690人
（H25年
度）

95％
（毎年
度）

14,240

―

105法人
(H30年
度)

4,165

15,463

受講者数
(H28年度から八幡
西生涯学習総合セ
ンター実施分も含
む）

37.6%
（H27年
度）

93,589人
（H25年
度）

96.3%
（H25年
度）

受講者の満足度

4,935

90％
（H25年
度）

10
NPO・市民活動促
進事業

Ⅰ-3-
(2)-② 
地域を支
えるボラ
ンティア
の育成

市民
活動
推進
課

Ⅰ-3-
(2)-① 
地域活動
をリード
する人材
の育成

8

9

7

生涯学習活動促
進事業

生涯
学習
課

　市民の多様な学習
ニーズに対応した生涯
学習機会を提供し、自
己実現の促進および
「循環型生涯学習社
会」を担う人材の育成
を図る。
　北九州市民カレッジ
の講座は、生涯学習総
合センター主催コース
(まちづくり・人材育
成系、総合・教養系の
２コース）と高等教育
機関提携コースを前
期・後期の２期で実
施。

　各市民センター等
で、地域課題や現代的
課題等の解決を目指す
講座、心と体の健康づ
くりを目指す講座など
幅広い分野にわたる講
座を実施する。また、
それぞれの地域の特色
を生かし、家庭・地
域・学校が連携して、
子どもたちに様々な体
験活動や世代間交流の
機会を提供し、地域ぐ
るみで子どもを見守り
育てる意識を高め、地
域全体で子どもの健全
育成に取り組む機運を
醸成する。

北九州市民カ
レッジ事業

　地域が主体的に地域
課題を解決することが
できるよう、地域人材
の発掘～育成～活用ま
でを体系的に支援し、
地域力アップにつなげ
る仕組みをつくる。学
んだ成果を地域に活か
す講座の開催、地域活
動をリードする人材育
成事業及びボランティ
ア（アドバイザリー）
グループによる支援事
業を実施する。

地域課題解決の
ための人材活用
支援事業

生涯
学習
課

管理
運営
課

　市民活動の促進に加
え、NPOと行政の協働
を推進するため、活動
や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

18,588

1,000

21,450

課
長

係
長

職
員

「地域活動をリー
ドする人材やボラ
ンティア活動に取
組む人材が増加し
ていると感じる」
に肯定的な回答を
した割合

サポートセンター
利用者数

生涯学習活動に関
する満足度

生涯学習市民講座
参加者数

新規設立NPO法人数
（累計）

18法人
（H24年

度)

18,362人
(H20年度)

2.00

18,445

14,151

課
長

職
員

5,400

0.50

5,668

やや
遅れ

係
長

6,900

課
長

職
員

順調

人

0.10

0.20

89

人

21,850

　住民主体の地域づくりを促
進するため、生涯学習市民講
座において、地域課題解決や
地域活動を目指す講座を充実
させていく。
　そうした地域活動をリード
する人材の発掘、育成、活用
を図るため、体系的に支援す
る仕組みをつくる。
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平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

92.9 ％ 94.0 ％

達
成
率

103.2 ％ 104.4 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

97 ％ 96.5 ％

達
成
率

107.8 ％ 107.2 ％

目
標

14,000 人 16,000 人

実
績

16,515 人 17,705 人

達
成
率

118.0 ％ 110.7 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

目
標

75 校 80 校

実
績

77 校 98 校

達
成
率

102.7 ％ 122.5 ％

目
標

実
績

87 件 75 件

達
成
率

117.1 ％ 113.8 ％

目
標

課
長

0.10 人

実
績

24.1 ％ 28.8 ％
係
長

0.35 人

達
成
率

96.4 ％ 119.5 ％
職
員

1.50 人

日本トップクラ
スの安全・安心
なまちづくり関
連事業

前年度比
増（毎年
度）

90％以上
（毎年
度）

90%
(H31年
度)

15,663

　今後も効果的・効率的な啓
発活動に務め、相談窓口の周
知とともに、賢い消費者の育
成を図り、被害防止に取り組
んでいく。

順調

　安全・安心相談ダイヤルに
ついて円滑に運営出来てお
り、市民の認知度も高まって
いるため、「順調」と判断。

　性犯罪認知件数は前年度に
比べ12件減少している。ま
た、「安全セミナー」や「地
域安全マップづくり」の延べ
実施校数においても目標を達
成していることから「順調」
と判断。

　犯罪認知件数の減少に体感
治安の改善が伴うよう、引き
続き安全・安心に関する活動
の推進を図るとともに、効果
的・効率的に安全・安心なま
ちづくりに向けた情報や取組
を市内外に発信していく。
　また、安全・安心総合相談
ダイヤル事業は、市民生活の
身近な安全・安心に関する相
談を受付け、市民の相談機会
の充実と不安感解消を図るも
のであるため、継続して事業
を実施していく。

【評価理由】
　防犯パトロール活動への参
加者数や「安全セミナー」
「地域安全マップづくり」の
実施校数の増加など、犯罪予
防の活動が充実してきてい
る。結果として性犯罪認知件
数の減少や、市民が感じる治
安状況の改善に繋がっている
と考えられる。
　また安全・安心総合相談ダ
イヤルの認知度も向上してい
ることから、「順調」と判
断。

【課題】
　体感治安の更なる向上のた
め、引き続き安全・安心に関
する取組の情報発信が求めら
れる。
　また、市政に関する幅広い
知識を有する相談員を確保
し、適切な相談体制をとる必
要がある。

1,705

順調

【評価理由】
　消費生活センターの認知度
及び消費生活センター等に相
談又は相談を勧める市民の割
合がそれぞれ目標の90％を超
えて推移していることから、
「順調」と判断。

【課題】
　消費者トラブルが多発して
いる中で、消費者から最初に
連絡を受ける存在として、今
後も安定した活動を推進する
必要がある。

係
長

15,835

15,900

14,088

職
員

19,290

25,081 0.30

0.05

人

0.60

0.10

人

14

子どもと女性の
「防犯力アッ
プ」事業

安全・安心総合
相談ダイヤル事
業

13

23,541

前年度比
増

2,035

90％以上
（毎年
度）

25％以上

前年件数
（105件）

減

21,640

　市民生活の身近な安
全・安心に関する相談
を受付ける「安全・安
心総合相談ダイヤル」
を円滑に運用し、市民
の相談機会の充実と不
安感解消を図る。

安
全・
安心
相談
セン
ター

前年件数
減

安
全・
安心
推進
課

Ⅱ-1-
(3)-①
「北九州
市安全・
安心条
例」の制
定と安
全・安心
に関わる
施策の推
進

人

1.50

0.35

課
長

1.50

0.10

人

0.35

職
員

　防犯パトロール活動への参
加者数が1,190人増加し、市
民が感じる治安状況も改善し
ていることから「順調」と判
断。

順調人

人

人

　悪質化・巧妙化する
消費者被害を未然に防
止するため、法律相談
会や消費者啓発・教育
講座等、消費者自身が
危機回避や被害にあっ
た場合の適切な対処法
を身に付けるための各
種事業を実施するな
ど、啓発の推進や支援
を行う。

　子どもと女性の犯罪
被害を防止するため、
子ども自身や子どもを
見守る保護者、女性を
対象とした安全セミ
ナー等を開催し、防犯
意識や知識の向上を図
る。

「安全セミナー」
「地域安全マップ
づくり」延べ実施
校

性犯罪認知件数

消費生活センター
の認知度

消費生活センター
等に相談又は相談
を勧める市民の割
合

安
全・
安心
推進
課

前年度
（73.7％)

比増

35校
（H25年
度）

14,170人
（H27年
度）

件数減
（毎年）

20,000人
以上

(H31年度)

前年度比
増

125校
(H31年
度)

73.7%
(H27年
度)

Ⅱ-1-
(1)-② 
市民の消
費生活の
安定と向
上

消費者啓発の推
進

消費
生活
セン
ター

11

12

　警察、関係団体等と
連携し、市民等の防犯
意識の向上や自主防犯
活動の活発化、安全・
安心な環境の整備など
に取り組み、日本トッ
プクラスの安全・安心
なまちづくりを推進す
る。

順調
22％
(H27年
度)

18,872

1,900

係
長

課
長

職
員

8,075

15,900

15,900

安全・安心総合相
談ダイヤルの認知
度

91.5％
(H26年
度）

104件
(H25年)

防犯パトロール活
動への参加者数

市民が感じる治安
状況（体感治安）

92％
(H23年
度）

26,389 人

人

順調

　消費生活センターの認知度
及び、消費生活センター等に
相談又は相談を勧める市民の
割合ともに目標値を上回り、
高い数値を維持しているた
め、「順調」と判断。

順調

課
長

係
長
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

実
績

2,734 件 2,470 件

達
成
率

126.2 ％ 109.7 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

目
標

実
績

8,124 件 7,570 件

達
成
率

116.1 ％ 106.8 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

目
標

実
績

8,124 件 7,570 件

達
成
率

116.1 ％ 106.8 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

前年度
（73.7％)

比増

90%
(H31年度)

前年比減

5,212件
(H25年)

8,000件
（H31年）

73.7%
(H27年度)

前年比減

73.7%
(H27年度)

73.7%
(H27年度)

前年度比
増

前年(9,682
件)比減

前年度比
増

前年度比
増

【評価理由】
　刑法犯罪認知件数や市民が
感じる治安状況が着実に改善
し、目標を達成していること
から「順調」と判断。

【課題】
　様々な事業や取組による防
犯活動の強化が犯罪件数や体
感治安に順調に表れてきてい
るが、更なる整備事業の実施
により、防犯活動の充実を推
進を図る必要がある。

　刑法犯認知件数や市民が感
じる治安状況が目標を達成し
ていることから「順調」と判
断。

　通学路防犯灯の拡充推進を
図る。また防犯カメラの維持
管理・運用を適正に行ってい
く。
　今後もこれらの事業を警察
等と連携して推進するととも
に、地域への積極的なＰＲを
行い、安全・安心を実感でき
るまちづくりを進める。

人

順調

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

前年度
（73.7％)

比増

6,857

係
長

10,115

職
員

0.17

順調

刑法犯認知件数

職
員

3,435

前年度
（73.7％)

比増

順調

　刑法犯認知件数や市民が感
じる治安状況が目標を達成し
ていることから「順調」と判
断。

0.17

順調

0.17

課
長

0.04

人

人

人

人

人

16

通学路防犯灯拡
充事業

防犯灯設置事業

17

地域防犯対策事
業

安
全・
安心
都市
整備
課

安
全・
安心
都市
整備
課

16,340

15

安
全・
安心
推進
課

前年比減

前年
(3,706件)

比減

前年比減街頭犯罪件数

　北九州市安全・安心
条例では、「市民等は
安全・安心に関する意
識を自ら高め、行動す
ること」「市及び市民
等は相互に連携を深
め、防犯活動を協力し
て推進すること」と定
められている。この事
業では、市民の防犯意
識を高め、地域住民の
自主防犯活動を促進
し、安全・安心を実感
できるまちの実現を図
る。

係
長

0.04

0.17

0.35

0.10

1.50

係
長

人

課
長

3,435

　夜間における犯罪の
発生を未然に防止し、
公衆の通行の安全を図
るため地域と市が協力
しながら、防犯灯を設
置。
　防犯灯の設置にあ
たっては、LED防犯灯
の設置促進を図り、町
内会等の地域の防犯灯
の設置のため費用の一
部を助成し、明るく安
心して生活できるまち
づくりを推進。

　通学路において、市
によるLED防犯灯の設
置を行い、通学路の夜
間の安全確保に取り組
む。

9,682件
（H27年)刑法犯認知件数

9,682件
（H27年)

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

前年(9,682
件)比減

95,704

31,43735,380 35,055

154,797 70,983

職
員

15,900

人

人

Ⅱ-1-
(3)-② 
防犯活動
の強化

90%
(H31年度)

90%
(H31年度)

　街頭犯罪認知件数が前年度
に比べ264件減少したことに
加え、市民が感じる治安状況
が改善し、目標を達成してい
ることから「順調」と判断。

課
長

8,000件
（H31年）
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平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

実
績

230
件
減

51
件
増

達
成
率

119.4 ％ 94.7 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

目
標

実
績

8,124 件 7,570 件

達
成
率

116.1 ％ 106.8 ％

目
標

実
績

8,124 件 7,570 件

達
成
率

116.1 ％ 106.8 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

前年度
（73.7％)

比増

19

前年度比
増

73.7%
(H27年度)

前年比減

前年(9,682
件)比減

前年
(1,187件)

比減

前年比減

順調

　刑法犯認知件数や市民が感
じる治安状況が目標を達成し
ていることから「順調」と判
断。

順調

　刑法犯認知件数は中期目標
を達成しており、市民が感じ
る治安状況についても改善が
見られることから「順調」と
判断。

0.04

0.17

9,682件
（H27年)

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

人

課
長

係
長

人

人

人

防犯カメラ設置
補助事業

18 防犯カメラ事業 45,711

前年度比
増

90%
(H31年度)

前年比減

安
全・
安心
都市
整備
課

前年比減
（毎年）

　安全・安心条例の施
行を機に、地域団体や
事業者が犯罪抑止を目
的として公共空間を撮
影する防犯カメラを設
置する際の経費の一部
を補助することで、安
全・安心な環境の構築
に向けたさらなる取り
組みを推進する。

安
全・
安心
都市
整備
課

前年(9,682
件)比減

73.7%
(H27年度)

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

前年度
（73.7％)

比増

刑法犯認知件数

0.17

職
員

職
員

課
長

係
長

0.17

繁華街における刑
法犯認知件数

刑法犯認知件数

　暴力団犯罪をはじめ
街頭犯罪を抑止し、市
民生活等の安全・安心
を確保するため、人が
多く集まる繁華街や幹
線道路に既に設置して
いる防犯カメラの適正
な維持管理、運用を行
う。

小倉中央
小学校区785件
(前年比161件減

17％減)

黒崎中央
小学校区288件
(前年比5件減

1％減)

計　1,073件
(前年比166件減

13％減)
（平成26年）

44,34244,510

7,343

3,435

21,546

90%
(H31年度)

8,000件
（H31年）

9,682件
（H27年)

0.04

0.17

22,750 3,435

人

8,000件
（H31年）

人
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

実
績

73.6 ％ 71.9 ％

達
成
率

102.2 ％ 97.7 ％

目
標

実
績

76.9 ％

達
成
率

102.5 ％

目
標

実
績

73.6 ％ 71.9 ％

達
成
率

102.2 ％ 97.7 ％

目
標

実
績

76.9 ％

達
成
率

102.5 ％

前年度比
増（毎年
度）

　暴追対策に対する市民評価
の割合については微減であっ
たものの、企業における暴力
団排除条項の規定割合につい
ては、平成27年度（73.4%）
に比べ増加しており、「順
調」と判断。

順調

0.30

0.70

人

人

　引き続き暴力団追放の取組
を進めるとともに、より細や
かな民事介入暴力相談の実施
等、内容の充実を図ってい
く。

【評価理由】
　官民一体となった暴力団追
放運動の推進に取り組んでお
り、企業における暴力団排除
条項の規定割合の増加や、市
民による暴追対策への評価が
向上してきていることから
「順調」と判断。

【課題】
　暴力団追放運動に関する機
運の醸成や研修会を継続実施
し、事業者及び市民の暴排意
識を薄れさせないことが必
要。

人

順調

0.20

職
員

課
長

職
員

27,238

前年比増
（H31年
度）

Ⅱ-1-
(3)-③ 
暴力団追
放運動の
推進

9,24216,273

前年比増
（H31年
度）

25,974

9,145
係
長

人

人

21

暴力追放の推進

民事介入暴力相
談事業

安
全・
安心
相談
セン
ター

20

安
全・
安心
相談
セン
ター

　市民生活への暴力団
等の介入を排除し、安
全・安心なまちづくり
を図るため、民事介入
暴力相談を実施。

25,853

55.8％
(H25年
度)

72％以上

前年度比
増

48％
(H25年
度)

暴追対策に対して
評価した市民の割
合

企業における暴力
団排除条項の規定
割合

72％以上

0.40

0.00

暴追対策に対して
評価した市民の割
合

55.8％
(H25年
度)

48％
(H25年
度)

企業における暴力
団排除条項の規定
割合

　社会全体で暴力団を
排除する取り組みを推
進するため、事業者・
市民の暴排意識を高め
る市民暴力追放総決起
大会や暴力追放強調月
間による集中的な啓発
活動などを実施し、官
民一体となって取り組
む。

前年度比
増

75％以上

75％以上

4,300 0.20

12,850

係
長

課
長

　暴追対策に対する市民評価
の割合については微減であっ
たものの、企業における暴力
団排除条項の規定割合につい
ては、平成27年度（73.4%）
に比べ増加しており、「順
調」と判断。

人
前年度比
増（毎年
度）

順調
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

実
績

7,729 件 7,001 件

達
成
率

104.3 ％ 109.4 ％

目
標

実
績

16 人 22 人

達
成
率

130.4 ％ 62.5 ％

目
標

実
績

7,729 件 7,001 件

達
成
率

104.3 ％ 109.4 ％

目
標

実
績

777 件 751 件

達
成
率

108.6 ％ 103.3 ％

目
標

課
長

0.10 人

実
績

777 件 751 件
係
長

0.20 人

達
成
率

108.6 ％ 103.3 ％
職
員

0.30 人

目
標

実
績

2,734 件 2,470 件

達
成
率

126.2 ％ 109.7 ％

目
標

実
績

77.9 ％ 79.0 ％

達
成
率

105.7 ％ 101.4 ％

23

25

「自転車マナー
アップ北九州」
推進事業

安
全・
安心
都市
整備
課

交通安全推進事
業

交通安全セン
ター管理運営

Ⅱ-1-
(3)-④ 
交通安全
の推進

5,212件
(H25年）

市民が感じる治安
状況
（体感治安）

街頭犯罪件数

前年比減

前年比減

前年比減

前年
（23人）

比減

前年
（850件）

比減

前年度比
増

　犯罪認知件数の減少に体感
治安が伴うよう、引き続き安
全・安心に関する活動の推進
を図るとともに、安全・安心
に関する情報や取組を効果的
に市内外に発信していく。

順調

【評価理由】
　交通事故の発生件数、自転
車関連事故の発生件数がとも
に、着実に減少しているため
「順調」と判断。

【課題】
　より効果的に交通事故を防
止するために、高齢者や子ど
も等の交通弱者を対象とした
交通安全教育や啓発活動を実
施していく必要がある。

順調

　引き続き交通事故防止につ
いて、子どもから高齢者まで
幅広く啓発を行う。

　交通事故の発生件数が前年
比728件減少と大きく改善し
ているため「順調」と判断。

順調

0.10

順調

【評価理由】
　各種犯罪認知件数の減少と
ともに、市民が感じる治安状
況も前年度比で改善している
ため、「順調」と判断。

【課題】
　体感治安の更なる改善のた
め、引き続き安全・安心に関
する情報や取組を市内外に発
信していくことが求められ
る。

職
員

人

職
員

順調

0.60

課
長

0.20

0.309,800

5,400

73.7%
(H27年
度)

22

　第９次北九州市交通
安全計画に基づき、重
点項目について啓発を
実施。
　生涯にわたる交通安
全教育及び効果的な広
報啓発活動により、市
民に広く交通安全思想
を普及し、交通事故防
止を図るもの。

前年
（3,706
件）
比減

23人
(H26年)

8,325件
(H26年)

自転車関連事故の
発生件数（警察統
計のため暦年でカ
ウント）

前年
（8,075件）

比減

0.10

人

人

安
全・
安心
都市
整備
課

安
全・
安心
推進
課

安
全・
安心
都市
整備
課

地域防犯対策事
業

　北九州市立交通安全
センターを管理すると
ともに、交通安全教室
等を開催し、自転車の
安全運転や、交通ルー
ル・マナーの徹底を図
る。

　自転車のルール・マ
ナーアップを推進する
ため、自転車交通ルー
ル検定の実施など自転
車安全教育や啓発の更
なる推進とともに、万
が一に備えた自転車保
険の加入促進に取り組
む。

交通事故死亡者数
（警察統計のため
暦年でカウント）

人

972件
(H26年)

自転車関連事故の
発生件数（警察統
計のため暦年でカ
ウント）

Ⅱ-1-
(3)-⑤ 
非行や犯
罪を生ま
ない地域
づくり

　北九州市安全・安心
条例では、「市民等は
安全・安心に関する意
識を自ら高め、行動す
ること」「市及び市民
等は相互に連携を深
め、防犯活動を協力し
て推進すること」と定
められている。この事
業では、市民の防犯意
識を高め、地域住民の
自主防犯活動を促進
し、安全・安心を実感
できるまちの実現を図
る。

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）

972件
(H26年)

35,380

係
長

職
員

係
長

15,900

27,573

2,000

7,802

1,145

31,437

課
長

前年比減
（毎年）

交通事故の発生件
数（警察統計のた
め暦年でカウン
ト）

前年
（850件）

比減

8,325件
（H26年)

前年
（8,075件）

比減

35,055

90%
(H31年
度)

1.50 人

人

0.35

課
長

係
長

　交通事故発生件数、自転車
関連事故発生件数ともに前年
比で減少したため「順調」と
判断。

　街頭犯罪認知件数が前年度
に比べ264件減少したことに
加え、市民が感じる治安状況
が改善し、目標を達成してい
ることから「順調」と判断。

0.20

H32年まで
に

7,300件
以下

前年比減

前年比減

前年比減

前年比減

5,418

27,572 27,572

1,947

前年度
（73.7％)

比増

0.10

3,650

24

H32年まで
に

7,300件
以下

H32年まで
に

19人以下

前年比減
（毎年）

人

人

人

順調

　自転車事故発生件数は前年
比で26件減少したため「順
調」と判断。

7,335
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

4,000 人 4,000 人 課
長

0.03 人

実
績

5,274 人 5,039 人 係
長

0.05 人

達
成
率

131.9 ％ 126.0 ％ 職
員

0.05 人

目
標

実
績

92
団
体

94
団
体

達
成
率

105.7 ％ 102.2 ％

目
標

実
績

小倉
0.16
黒崎
0.36

％

小倉
0.13
黒崎
0.29

％

達
成
率

小倉
40.0
黒崎
20.0

％

小倉
118.8
黒崎
119.4

％

目
標

実
績

92
団
体

94
団
体

達
成
率

105.7 ％ 102.2 ％

目
標

実
績

小倉
0.16
黒崎
0.36

％

小倉
0.13
黒崎
0.29

％

達
成
率

小倉
40.0
黒崎
20.0

％

小倉
118.8
黒崎
119.4

％

目
標

課
長

0.20 人

実
績

係
長

0.50 人

達
成
率

職
員

0.50 人

目
標

16
団
体

16
団
体

課
長

0.20 人

実
績

16
団
体

17
団
体

係
長

0.50 人

達
成
率

100.0 ％ 106.3 ％
職
員

0.50 人

　迷惑行為防止重点地区サイ
ン整備事業は、事業計画どお
りに実施し、平成29年度で終
了。
　今後はモラル・マナーアッ
プ関連条例推進事業につい
て、基本計画（第2次計画）
に掲げた目標達成に向けて取
り組みの充実・強化を図る。

順調

路上喫煙率（歩行
者に占める喫煙者
の割合）

【評価理由】
　迷惑行為防止に係る地域活
動団体数は前年度より増加
し、活動の裾野が広がってい
る。
　また、巡視活動及び広報啓
発活動により路上喫煙率が前
年度より減少しているため、
「順調」と判断。

【課題】
　円滑な巡視活動や活動の裾
野の拡大のため、様々な機会
を捉えた広報や周知が必要。

人

係
長

0.30
職
員

0.20

課
長

順調

0.10

28
迷惑行為防止重
点地区サイン整
備事業

モラル・マナー
アップ関連条例
推進事業

Ⅲ-1-
(1)-④ 
市民のモ
ラル・マ
ナーの向
上

Ⅲ-2-
(1)-② 
地域にお
ける伝統
文化の発
掘・継承

地域
振興
課

前年度(小
倉0.10%、
黒崎0.20%)

以下

前年度(87
団体）比増

戦時資料展示コー
ナー見学者数

人

0.40

0.10 順調

11,050

課
長

編纂
執筆

1,928 1,922

　目標値を大幅に上回ったた
め、「大変順調」と判断。

　戦争がもたらした惨禍と平
和の尊さを、多くの市民に理
解していただくため、広報活
動を通じて、戦時資料展示
コーナーの周知により一層力
を入れていく。チラシの配布
先の拡充等、PR活動を通じ
て、入場者数の増加を図る。

【評価理由】
　見学者数は昨年に引き続き、
目標値を大幅に上回ったため
「大変順調」と判断。

【課題】
　今後さらに多くの市民に来場
いただけるよう、広報活動の強
化を図り、市内文化施設や宿泊
施設等、案内チラシ配布先の拡
充に取り組む必要がある。

大変
順調

大変
順調

職
員

0.10

人6,150
係
長

迷惑行為防止に係
る地域活動団体の
増加

　伝統文化の継承者や
保存団体の活動を育
成・支援し、市内の伝
統文化を発掘し、次世
代に継承していく。

27

82団体
（H26年
度）

小倉
0.17%
黒崎
0.24%

（H26年
度）

3,647人
（H22年
度）

安
全・
安心
都市
整備
課

文化
企画
課

文化
企画
課

29
小倉祇園太鼓調
査事業

文化財保存補助

　市民からご寄贈いた
だいた戦時下の資料を
保管、展示することに
より、北九州市立埋蔵
文化財センター内に開
設した戦時資料展示
コーナーにおいて、戦
争がもたらした惨禍と
平和の尊さを多くの市
民に理解していただ
く。

　条例や基本計画に基
づき下記事業に取り組
む。
・小倉・黒崎地区（迷
惑行為防止重点地区）
での巡視活動（過料の
適用）
・地域が実施する迷惑
行為防止活動に対する
支援
・小学生を対象とした
モラル・マナーアップ
教育
・モラル・マナーアッ
プに関する広報啓発

　平成28年3月2日、小
倉祇園太鼓が国の「記
録作成等の措置を講ず
べき無形の民俗文化
財」に選択されたこと
に伴い、その文化財と
しての価値を明らかに
するべく、平成28年度
から「小倉祇園太鼓調
査委員会」を設置し、
平成30年度まで調査を
実施する。

　迷惑行為防止重点地
区内の路面標示等サイ
ン整備の充実を図るこ
とで、円滑な巡視活動
や広報・周知の取り組
み強化につなげ、市民
のモラル・マナーアッ
プを推進する。 路上喫煙率（歩行

者に占める喫煙者
の割合）

26,999

82団体
（H26年
度）

指定無形民俗文化
財保存支援団体数

調査報告書の刊行

16団体
（H26年
度）

小倉
0.17%
黒崎
0.24%

（H26年
度）

Ⅱ-3-
(4)-① 
平和の尊
さへの理
解の促進

26
戦時資料展示
コーナー管理運
営事業

安
全・
安心
都市
整備
課

迷惑行為防止に係
る地域活動団体の
増加

前年度(87
団体）比

増

前年度以
下

4,000人
（毎年
度）

前年度比増

前年度以下

前年度比
増

前年度比
増（毎年
度）

前年度比
増（毎年
度）

17団体
（H30年
度以降
毎年
度）

1,533

前年度比
増（毎年
度）

　迷惑行為防止に係る地域活
動団体の増加及び路上喫煙率
について目標を達成している
ことから、「順調」と判断。

前年度以
下（毎年
度）

29,492

　迷惑行為防止に係る地域活
動団体の増加及び路上喫煙率
について目標を達成している
ことから、「順調」と判断。

　順調に調査が進捗している
ため「順調」と判断。

人

1,0151,052 1,007

前年度(小
倉0.10%、
黒崎0.20%)

以下

編纂
執筆

10,520 8,486

4,400

1,366

27,887

1,453

―

―

2,000

1,220

11,050

人

人

　保存団体への周知と適切な
協議を行い、事業を進めるこ
とができたため「順調」と判
断。

順調30

　伝統文化の発掘や継承のた
め、今後も引き続き、文化財
保護団体の活動の活性化に資
する補助制度を継続してい
く。

順調

【評価理由】
　平成30年度で調査事業が終
了するため、調査報告書を刊
行する必要があるが、文化財
調査は順調に進んでいる。
　また、補助制度についても
文化財保存団体への周知や適
切な協議を進めることができ
たため「順調」と判断。

【課題】
　指定無形民俗文化財の保護
団体の自主的な申請に対する
補助事業については、引き続
き保護団体に対して周知して
いく必要がある。

刊行
（H30年
度）

順調

―
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

80 ％ 80 ％

実
績

85 ％ 90 ％

達
成
率

106.3 ％ 112.5 ％

目
標

65 ％ 65 ％

実
績

60.7 ％ 62.9 ％

達
成
率

93.4 ％ 96.8 ％

目
標

85 ％ 85 ％
課
長

0.05 人

実
績

100 ％ 100 ％
係
長

0.06 人

達
成
率

117.6 ％ 117.6 ％
職
員

0.06 人

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

実
績

408,148
千
円

519,944
千
円

達
成
率

371.0 ％ 472.7 ％

目
標

65.0 % 75.0 %

実
績

72.6 % 88.1 %

達
成
率

111.7 ％ 117.5 ％

目
標

10万 人 9万 人
課
長

0.10 人

実
績

9万 人 8万 人
係
長

0.30 人

達
成
率

90.0 ％ 88.9 ％
職
員

0.00 人

　映画・芸能資料館
「松永文庫」における
企画展示・イベント等
の積極的な開催を通じ
て、映画文化の振興、
「映画の街・北九州」
の情報発信に取り組
む。

34

Ⅲ-2-
(2)-① 
発信力の
高い文化
芸術の振
興

32 1,625

係
長

課
長

6,500

順調

年間来館者数 89,317人
(H26年度)

　地域の音楽文化の向
上を図ることを目的
に、クラシックコン
サートを中心とした音
楽祭に助成を行うも
の。本音楽祭は、市制
25周年を記念して始ま
り、29年度で30回を数
え、本市の秋を彩る催
し物として定着してい
る。

【劇場・自主事業】
　エンターテインメン
トから芸術性の高い作
品まで舞台芸術全般を
網羅し、幅広い年代層
をターゲットに公演を
行う。また、北九州芸
術劇場オリジナルの演
劇作品等を制作し、公
演を実施。

【響ホール・自主事
業】
　室内楽専用ホールの
特性を生かした質の高
いコンサートや響ホー
ルを拠点として地元演
奏家を積極的に育てる
コンサートを行う。ま
た、響ホールからの発
信を意識した、オリジ
ナリティのある演奏会
を実施。

文化
企画
課

33

係
長

文化
企画
課

映像製作誘致強
化関連事業

31
芸術文化活性化
事業

100,000
千円

(H21年
度)

95％
（H21年
度）

北九州芸術劇場・
自主事業入場率

65％
（H30年
度）

500,000
千円

（H30年
度以降
毎年
度）

85％
（H30年
度）

10万人
／年

80％
（H30年
度）

1.80

0.05

　年間来館者数の目標は達成
できなかったが、9割程度の
実績であることから、「順
調」と判断。

大変
順調

　北九州芸術劇場について
は、幅広い年代層を対象とし
た公演が提供され、入場率も
目標値を上回った。
　響ホール事業については、
入場率の面で目標値を若干下
回ったものの、平成28年度か
ら一定の改善が見られた。ま
た、国内外で活躍する著名な
演奏家による公演のみなら
ず、声楽コンサートや子ども
も楽しめるファミリーコン
サート等、幅広いラインナッ
プをそろえ、来場者の満足度
は非常に高かった。
　以上のことから、本市の文
化振興に寄与したと判断し、
｢順調｣と判断。

　海外オーケストラや世界で
活躍する本市出身アーティス
ト等、国内外の一流の演奏家
を招いて実施された。
　入場者数も1万人を超え、
満足度も高い水準を維持して
いることから、本市の文化振
興に大きく寄与しており、｢
順調｣と判断。

　撮影隊の市内滞在に伴う地
域経済への貢献、北九州フィ
ルム･コミッションの市民へ
の認知度ともに、目標値を大
幅に上回ったことから「大変
順調」と判断。

順調

順調

職
員

人

職
員

課
長

54,331 57,280

120,53990,618

28,860

9,000 8,924

80.0%
(H30年
度）

134,851

56,388

50,000 49,395

59.8%
(H25年
度)

北九州市国際音楽
祭の満足度

北九州国際音楽
祭

　映画・テレビドラマ
等のロケ地誘致や撮影
支援を積極的に行い、
本市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
　また、活動成果の市
民との共有や、「映画
の街・北九州」という
新たな都市ブランドの
発信により、街のにぎ
わいの創出や市民交流
等のまちづくりにつな
げる。

文化
企画
課

文化
企画
課

36,100

4,150

3,550

地域経済への貢献
（直接経済効果）

56％
（H21年
度）

人

人

順調

人

人

　今後とも発信力の高い、ま
ちの魅力づくりにつながる事
業の実施を目指し、事業内容
を検討し、効率性の観点も加
えながら、事業規模を維持し
ていく。
　映像製作誘致強化関連事業
については、引き続きアジア
を中心とする海外作品の誘致
等に積極的に取り組み、全国
的に注目されている松永文庫
からの映画文化の発信ととも
に「映画の街・北九州」とい
う都市ブランドを国内外に広
く発信していく。

【評価理由】
　北九州芸術劇場、響ホール
は自主事業の実施により、文
化芸術を発信し概ね目標を達
成した。
　北九州市国際音楽祭は、高
い満足度を維持している。
　また「映画の街・北九州」
の認知度は年々高くなってお
り、松永文庫の「年間来館者
数」も好調である事から、施
策として「順調」と判断。

【課題】
　高い入場率につながる魅力
的な自主事業を企画していく
必要がある。また、芸術文化
の振興を街のにぎわいづくり
につなげていくことが重要で
ある。
　国内外に本市の魅力を発信
できる作品を誘致するため、
ロケ候補地の情報等を広く収
集する必要がある。

人

松永文庫企画事
業

響ホール事業・響
ホール自主事業入
場率

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

0.17

0.17

0.40

1.80

83％
（H21年
度）
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

16
事
業

15
事
業

課
長

0.05 人

実
績

16
事
業

15
事
業

係
長

0.30 人

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％
職
員

0.30 人

目
標

25 件 25 件
課
長

0.05 人

実
績

21 件 20 件
係
長

0.10 人

達
成
率

84.0 ％ 80.0 ％
職
員

0.30 人

目
標

113,000 人 220,000 人

実
績

113,274 人 183,887 人

達
成
率

100.2 ％ 83.6 ％

目
標

20,000 人

実
績

32,297 人

達
成
率

161.5 ％

目
標

420,000 人 420,000 人
課
長

1.40 人

実
績

508,003 人 532,110 人
係
長

1.80 人

達
成
率

121.0 ％ 126.7 ％
職
員

5.40 人

38
博物館企画展・
特別展充実事業

　企画展･特別展は、
特定のテーマを設けて
自然史や歴史に関する
展示を行うことによっ
て、市民が楽しく学べ
る場を提供し、本市の
学術文化の発展を図る
もの。

＜平成29年度特別展＞
・春の特別展
「ホントはすごい！ど
うぶつ展｣
・夏の特別展
「大昆虫博」
・秋の特別展
「最後の戦国武将 小
倉藩主 小笠原 忠真」
・冬の特別展
「アクア・キングダ
ム」
・春の特別展
「Bones～骨、ほね、
ホネ～」

自然
史・
歴史
博物
館普
及課

37
美術館企画展充
実事業

36

　美術館本館及び分館
において、多彩で魅力
ある企画展を開催し、
本市の美術・文化の振
興を積極的に推進す
る。

11,713人
（H26年
度）

コレクション展の
観覧者数

北九州市文化振
興基金

芸術文化育成負
担金・補助金

Ⅲ-2-
(2)-③ 
市民が文
化芸術に
接する機
会の拡大

5,825

　助成制度は、市民レベルで
の活動を支えるものであり、
市の文化水準の向上や個性あ
る地域文化の振興のために
も、今後も継続的に実施して
いく。

　平成29年度は開館15周年を
迎える年であったため、11月
の開館記念日には、開館記念
式典を実施した。
　特別展・企画展について
も、15周年記念事業として
大々的にPRを行った。
　また、特別展・企画展に併
せて、15周年記念単独でも
様々な関連イベントを企画・
実施し、集客の増加を図っ
た。
　その結果、平成29年7月に
累計入館者数600万人を達成
し、年間の入館者数も前年度
を上回る結果となったため、
「大変順調」と判断。

　前年度比１団体減の15団体
に対し助成を行い、各団体の
事業は予定どおり実施され、
多数の来場があった。
　この助成制度により、地
域・市民レベルにおける文化
活動を支える一定の効果があ
ることから、｢順調｣と判断。

大変
順調

【評価理由】
　文化団体や市民の行う芸
術・文化活動等を助成し、市
民の文化芸術活動の促進に寄
与しており、｢順調｣と判断。

【課題】
　助成の内容や必要性を検討
しながら、事業を実施してい
く必要がある。

【評価理由】
　美術館、博物館ともに入館
者数は好調に推移しているた
め、「大変順調」と判断。

【課題】
　美術館については、より魅
力のある企画を実施すること
で入館者数を増加させる必要
がある。
　博物館については、隣接す
る大規模テーマパークの閉園
に伴い、修学旅行やツアー等
の団体客の減少が見込まれ
る。

順調

36,750
係
長

課
長245,420人

（H26年
度）

―
25,000人
（H30年
度）

25件
（毎年
度）

230,000人
（H30年
度）

16事業
（H30年
度）

3.65 人

0.65

0.25

　平成29年11月の美術館本館
リニューアルオープンに合わ
せて企画展及びコレクション
展を実施した。リニューアル
工事の影響もあり、美術館の
入館者については、目標値を
下回ったが、コレクション展
入館者は目標を上回ったた
め、「順調」と判断。

順調

順調

人

　市民の自主的な芸術、文化
活動の助成を行うことができ
たため、「順調」と判断。

大変
順調

52,173

36,150

人

40,334

55,600

36,350

11,190 7,682

73,496121,428126,811

8,041

450,000人
（H30年度
以降毎年

度）

美術館の入館者数

45,845
369,711人
（H24年
度）

各種文化事業の実
施

北九州市文化振興
基金奨励事業の補
助件数

博物館総入館者数

16事業
（H23年
度）

27件
（H21年
度）

美術
館普
及課

文化
企画
課

職
員

74,600

3,825

Ⅲ-2-
(2)-② 
市民の文
化芸術活
動の促進

　北九州市の文化水準
の向上と地域文化の振
興に資することを目的
として設置された北九
州市文化振興基金運用
果実により、市民の行
う芸術・文化活動等に
対し助成を行う。

　本市の文化水準の向
上及び地域文化の振興
を推進することを目的
として、積極的に文化
活動を展開している文
化団体等の事業に対し
て、助成を行う。

―

―

35

順調

　美術館については、リ
ニューアル工事を終えて、よ
り積極的な企画を実施するこ
とで集客の増加につなげてい
く。
　博物館については、次なる
開館20周年記念に向けて、効
果的な広報PRや魅力的な企画
展・特別展の開催等ソフト面
での充実を工夫して、事業展
開していく。
　また両館とも、施設の老朽
化に伴う施設改修について、
費用負担等を検討していく。

文化
企画
課
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

15 ％
課
長

0.10 人

実
績

14 ％
係
長

0.20 人

達
成
率

93.3 ％
職
員

3.00 人

目
標

2,500 人 3,000 人
課
長

0.15 人

実
績

4,024 人 5,179 人
係
長

0.40 人

達
成
率

161.0 ％ 172.6 ％
職
員

0.40 人

目
標

6 人 6 人

実
績

5 人 5 人

達
成
率

83.3 ％ 83.3 ％

目
標

2,200 人 2,200 人

実
績

1,692 人 2,037 人

達
成
率

76.9 ％ 92.6 ％

目
標

1,000 件 1,000 件
課
長

0.20 人

実
績

1,202 件 713 件
係
長

0.40 人

達
成
率

120.2 ％ 71.3 ％
職
員

0.40 人

大変
順調

42

優れた文化・芸
術との“出会
い”創造事業

Ⅲ-2-
(2)-④
文化芸術
の担い手
の育成

41

―

順調

　市内小学校130校のうち、
八幡東区・戸畑区内の小学3
年生を対象に試行事業を実施
した。インフルエンザの流行
に伴い中止した1校を除く18
校で予定通り実施したため、
概ね「順調」と判断。

順調

　応募者の多い学校からの応
募が減ったことなどにより目
標は下回ったが、応募作品の
内容は選考委員からも一定の
評価をいただいており、「順
調」と判断。

【評価理由】
　次世代の文化芸術の担い手
となる子どもたちに対し、優
れた文化・芸術に触れる機会
を提供している。様々な分野
の事業を実施しているが、い
ずれも概ね好調に推移してい
ることから、｢順調｣と判断。

【課題】
　文化・芸術の担い手を育成
していくためには、事業を効
果的に周知するとともに、市
民が文化・芸術に触れる機会
を確保していくことが必要で
ある。

順調

8,150

職
員

9,300

0.70

0.00

人0.10
課
長

係
長

9,137

教育普及事業への
参加者数の増加

子どもノンフィ
クション文学賞

現代美術セン
ター・CCA北九州
支援事業

39

40

美術鑑賞事業
「ミュージア
ム・ツアー」

文学
館

3,000人
（H30年
度）

8,72514,450

CCA北九州事業参加
者人数

1,800人
（H32年
度）

100%
（H30年
度）

　小中学校等へのアーティス
トの派遣や、放課後児童クラ
ブでの訪問コンサートの実
施、東京藝術大学等の一流芸
術家による指導等、子どもた
ちが優れた文化や芸術に触れ
ることのできる機会を創るこ
とができた。
　参加者数も目標値を大きく
上回る結果となったことか
ら、シビックプライドの醸成
や本市の文化振興に寄与した
と判断し、｢大変順調｣と判
断。

　CCA北九州のメイン事業で
あるフェローシッププログラ
ムでは、昨年度と同様に受講
生5名を維持することができ
た。
　市民対象の公開事業につい
ては、参加者数が目標にはわ
ずかに届かなかったものの、
昨年度実績を大きく上回る結
果となった。
　以上より、若手アーティス
トの指導育成や、CCA北九州
の活動の市民への浸透に一定
の効果があったと判断し、事
業評価を「順調」と判断。

人

18,000

5人
（H32年
度）

1,000件
(H30年
度）

9,324

12,317

54,945

570件
（H27年
度）

2,122人
（H23年
度）

44,719

フェローシッププ
ログラムの受講者
数

―

応募総数

6人
（H23年
度）

2,500人
（H27年
度）

参加校の割合

　「ノンフィクショ
ン」というジャンルの
作品を書くことで、子
どもたちが人間や社会
への関心をもつ契機と
なり、思考能力や人間
としての成長を促すこ
とを目的に、全国の小
中学生を対象に創設し
た文学賞。

　CCA北九州は、現代
美術の世界的な拠点の
ひとつとなることを目
指して活動している研
究・学習機関。国内外
から集まる現代美術の
若手アーティスト等の
指導育成、招聘アー
ティストによる新作発
表のための展覧会、国
内外の第一線で活躍す
る学芸員による「キュ
レーターミーティン
グ」を開催するととも
に、CCA北九州のネッ
トワークを活かして、
その活動を広く市民に
浸透させるための文化
講座、子ども向けワー
クショップなどの事業
を行っている。
　これら事業を実施し
ているCCA北九州を支
援するもの。

　市内の小学3年生を
対象に、美術作品の鑑
賞他体験型のプログラ
ムを作成し、子どもた
ちに体験してもらうこ
とでシビックプライド
の醸成をはかる。

文化
企画
課

文化
企画
課

　将来の文化・芸術の
担い手を育成し、本市
の文化振興をさらに進
めるとともに、シビッ
クプライドの醸成につ
なげていくため、若者
や子どもたちを中心に
優れた文化・芸術と
の”出会い”の場・機
会を創造していく。

　次世代の担い手の育成は非
常に重要な課題であり、シ
ビックプライドの醸成という
観点からも、子どもたちや若
者が文化・芸術に接する機会
を拡大していくことが必要で
ある。
　今後も、学校・地域等にお
ける教育普及活動（アウト
リーチ）やホール等の文化施
設における体験活動等、子ど
もたちの文化・芸術に接する
機会の充実に向けて、事業内
容を検討していきたい。
　平成30年度と同様に、市民
対象の公開事業や地域との連
携、現代アートを紹介する場
としてのCCA北九州の浸透に
努める。
　｢街なか｣での合唱コンサー
トや子どもとシニア世代によ
る市民合唱祭に加え、高齢者
を対象とした合唱事業の実施
等、社会包摂的機能の活用を
図りながら、｢合唱の街・北
九州｣の更なる推進に向けて
事業を実施していきたい。

順調

人

5,568

12,502

25,6506,000

美術
館普
及課

45,000
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

1,000 件 700 件
課
長

0.05 人

実
績

628 件 484 件
係
長

0.30 人

達
成
率

62.8 ％ 69.1 ％
職
員

0.30 人

目
標

1,000 人 1,200 人
課
長

0.10 人

実
績

1,304 人 976 人
係
長

0.30 人

達
成
率

130.4 ％ 81.3 ％
職
員

0.40 人

「林芙美子文学
賞」作品応募数

「合唱の街づく
り」推進事業

43

44 順調
合唱関連事業にお
ける歌い手として
の参加者

林芙美子文学賞
文学
館

　「放浪記」、「浮
雲」などの作品で知ら
れ、特に短編の名手と
して評価の高い林芙美
子の名を冠する文学
賞。
　多くの文学者、作家
を輩出した北九州市の
豊かな文化的土壌を全
国に発信するととも
に、北九州市文化振興
計画の重要な柱である
「人材育成」に寄与す
ることを目的とする。

　市民の歌声があふれ
る「合唱の街・北九
州」の実現に向けて、
子どもたちからシニア
世代まで幅広い年代の
多くの市民が、合唱す
る側や聴いて楽しむ側
として参加するまちづ
くりを進めていく。

文化
企画
課

900人
（H30年
度）

500件
(H30年
度）

5,825

　芥川賞などの選考対象とし
ても取り上げられやすいよう
原稿枚数を増加した結果、作
品応募数は減少したものの、
力量を持った書き手に絞り込
まれ、選考委員からも一定の
評価をいただいていることか
ら「順調」と判断。

順調

　合唱が盛んな本市の素地を
活かし、合唱関連の様々な事
業を行った。歌い手としての
参加者は減少したが、来場者
数は増加となったほか、高齢
者向けの合唱事業を実施する
など、新たな分野への取り組
みを進めることができた。
　これにより、本市の文化振
興に大きく寄与したと判断
し、｢順調｣と判断。

16,000 10,502 12,613

8,844

682人
（H27年
度）

1,602件
（H26年
度）

7,1509,64712,000
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

課
長

0.50 人

実
績

8 件
係
長

0.70 人

達
成
率

職
員

0.70 人

目
標

100,000 人 100,000 人
課
長

1.00 人

実
績

100,766 人 88,277 人
係
長

1.00 人

達
成
率

100.8 ％ 88.3 ％
職
員

3.00 人

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

実
績

408,148
千
円

519,944
千
円

達
成
率

371.0 ％ 472.7 ％

目
標

65.0 % 75.0 %

実
績

72.6 % 88.1 %

達
成
率

111.7 ％ 117.5 ％

目
標

12,000 人
課
長

0.10 人

実
績

18,280 人
係
長

0.30 人

達
成
率

152.3 ％
職
員

0.30 人

　女性俳句の草分けで
ある杉田久女・橋本多
佳子などのPR・顕彰に
取り組むとともに、
「北九州文学サロン」
を拠点として、点在す
る文学的素材やさまざ
まな文化資源・文化的
取組みをつなげる仕組
みづくりを行う。

10万人
／年

漫画ミュージアム
年間入場者数

39,000人
（H29～31
年度）

　映画・テレビドラマ
等のロケ地誘致や撮影
支援を積極的に行い、
本市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
　また、活動成果の市
民との共有や、「映画
の街・北九州」という
新たな都市ブランドの
発信により、街のにぎ
わいの創出や市民交流
等のまちづくりにつな
げる。

漫画
ミュ
ージ
アム
事務
局

文化
企画
課

北九州文学サロ
ン管理運営事業
（旧・文学の
街・北九州発信
事業）

文化
企画
課

47

北九州市漫画
ミュージアム普
及事業

80.0%
(H30年
度）

―

Ⅲ-2-
(2)-⑤ 
文化芸術
によるま
ちづくり

施設開館

【評価理由】
　「文化創造都市」としての
本市の都市ブランドを発信す
るうえで、象徴的な事業であ
る「東アジア文化都市」の開
催地誘致に向けて取組を開始
した。
　様々な分野の事業を実施し
ているが、いずれも成果指標
の目標を概ね達成しているこ
とから、｢順調｣と判断。

【課題】
　2020年東京大会に向けた文
化プログラムに関する広報活
動等を強化し、認証件数を増
やしていく必要がある。
　また、来館者数の確保のた
め、魅力のある施設づくりや
企画の実施に努める必要があ
る他、それぞれの活動がまち
づくりのステージへ広がって
いく仕掛けを検討する必要が
ある。

順調

36,100

18,000

課
長

職
員

人

1.80

56,388

12,000

71,050

2020年東京大会に
向けた文化プログ
ラムの認証件数

―

係
長

0.40

1.80

　北九州市漫画ミュー
ジアムにおいて、常設
展示の充実・企画展・
イベント等の開催を通
じて漫画文化の普及を
目指す。

文化
企画
課

6,400

44,000

13,378

地域経済への貢献
（直接経済効果）

「北九州文学サロ
ン」の来館者数

100,000
千円

(H21年
度)

―

40件
（H31年
度）

46

48

創造都市推進事
業

映像製作誘致強
化関連事業

大変
順調

順調

順調

　撮影隊の市内滞在に伴う地
域経済への貢献、北九州フィ
ルム･コミッションの市民へ
の認知度ともに、目標値を大
幅に上回ったことから「大変
順調」と判断。

　年間入場者数は目標を下
回ったものの、開館5周年を
記念した本市ゆかり作家のオ
リジナル展を予定どおり実施
できたことから、「順調」と
判断。

人
大変
順調

　アーツディレクター会議を
2回開催し、東アジア文化都
市事業誘致等に向けて取り組
むことができたため「順調」
と判断。

人

　年間を通し、複数のイベン
トを計画・実施することで、
目標値を大いに上回る入館者
数を達成する事ができたた
め、「大変順調」と判断。

59,752

― 6,533

54,331

22,026

67,512

57,280

―

500,000
千円

（H30年
度以降
毎年
度）

施設開館

59.8%
(H25年
度)

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

83,161人
(H27年度)

45

　国内外へ「文化創造
都市」としての本市の
都市ブランドを発信す
るため、「北九州市
アーツディレクター会
議」を開催するととも
に「東アジア文化都
市」の開催地誘致等に
取り組む。

　2020年東アジア文化都市事
業の開催に向けて、国内外へ
「文化創造都市」としての本
市の都市ブランドを発信し、
市民のシビック・プライドの
醸成につなげる。
　さらなる漫画文化の普及及
び海外との連携強化を図るた
め「北九州国際漫画大賞」の
PR強化を図る。
　映像製作誘致強化関連事業
については、引き続きアジア
を中心とする海外作品の誘致
等に積極的に取り組み、「映
画の街・北九州」という都市
ブランドを国内外に広く発信
していく。
  文学サロンについては、引
続き「文学の街・北九州」発
信するため、地元商店街や大
学生と協力して、「北九州文
化サロン」を拠点とした取り
組みを進めていく。
　松永文庫、清張記念館につ
いては、来館者目標達成に向
けて、企画を充実させる。

―
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

10万 人 9万 人
課
長

0.10 人

実
績

9万 人 8万 人
係
長

0.30 人

達
成
率

90.0 ％ 88.9 ％
職
員

0.00 人

目
標

実
績

48,404 人 47,205 人

達
成
率

104.6 ％ 97.5 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

88 ％ 85 ％

達
成
率

97.8 ％ 94.4 ％

目
標

課
長

0.10 人

実
績

係
長

0.30 人

達
成
率

職
員

0.30 人

人

年間来館者数49
松永文庫企画事
業

文化
企画
課

図面作成 順調

順調

4,150
10万人
／年

前年度比
増

計画策定

―

―
顕彰することを目
的とした場の整備

51

50
松本清張記念館
研究センター・
普及事業

9,000

11,930

19,600 9,967

　年間来館者数の目標は達成
できなかったが、9割程度の
実績であることから、「順
調」と判断。

　入館者数、企画展の満足度
ともに概ね目標を達成してい
るため、「順調」と判断。

　本市ゆかりの児童文学を顕
彰する場として、平成30年度
に開設する子ども図書館の一
角に、顕彰コーナーを設置す
るための図面作成を行い、計
画通り整備が進んでいること
から、「順調」と判断。

0.50

職
員

1.00

人

順調

6,400

6,5008,924

2,782

―

　本市ゆかりの児童文
学を顕彰することを目
的に、資料や情報資源
を集約した場を設けて
継続した調査・研究・
普及していく拠点とす
る。

計画策定

　映画・芸能資料館
「松永文庫」における
企画展示・イベント等
の積極的な開催を通じ
て、映画文化の振興、
「映画の街・北九州」
の情報発信に取り組
む。

89,317人
(H26年度)

90％以
上（毎
年度）

85％
（H22年
度）

文化
企画
課

完成
（H30年
度）

58,187人
（H22年
度）

前年度
(46,278
人)比増

図面作成

企画展入場者の満
足度

松本清張記念館の
入館者数

23,25013,418

児童文学の顕彰
事業

係
長

課
長

人

松本
清張
記念
館事
務局

　松本清張に関するあ
らゆる資料を収集・整
理し、松本清張の「人
と作品」を研究する調
査研究・資料収集事業
の実施や研究誌を発行
する。また、松本清張
研究者に奨励金を贈呈
する研究奨励事業を実
施する。
　さらに、企画展の開
催や講演会、読書感想
文コンクールなどの市
民文芸活動支援事業を
行う。

1.00

前年度
比増

（毎年
度）

11,761
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

30,000 人 30,000 人
課
長

0.10 人

実
績

27,974 人 31,058 人
係
長

0.20 人

達
成
率

93.2 ％ 103.5 ％
職
員

0.20 人

目
標

12,600 人 12,600 人
課
長

0.01 人

実
績

17,280 人 18,127 人
係
長

0.05 人

達
成
率

137.1 ％ 143.9 ％
職
員

0.05 人

目
標

2,900 人 3,000 人
課
長

0.05 人

実
績

2,318 人 2,418 人
係
長

0.10 人

達
成
率

79.9 ％ 80.6 ％
職
員

0.10 人

目
標

実
績

8
種
目

10
種
目

達
成
率

160.0 % 200.0 %

目
標

400 人 450 人

実
績

826 人 1,337 人

達
成
率

206.5 % 297.1 %

目
標

実
績

達
成
率

目
標

1 位 1 位

実
績

9 位 7 位

達
成
率

各区における
ニュースポーツ及
びファミリース
ポーツ大会の参加
人数

総合型地域スポー
ツクラブの会員数

選手強化事業参加
者数

教室・強化講習会
等の実施

人

大変
順調

大変
順調

人

2.50

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

・コース：北九州市役所
前～東田地区～戸畑駅前
～東港～門司港～北九州
国際会議場前
・種目及び参加人数
マラソン：11,000名、ペ
アリレーマラソン：150
組300名、ファンラン（3
ｋｍ又は5ｋｍ）：1,000
名

ス
ポー
ツ振
興課

北九州マラソン
開催事業

―

―

―

11.5億円

集計中

毎年度5
種目以
上（H31
年度ま
で）

Ｈ32年度
までに
4,000人

課
長

0.02

　2020年の東京オリン
ピック・パラリンピッ
ク競技大会の開催を見
据え、国際・全国大会
で活躍する選手を育成
するため、ジュニア世
代がトップアスリート
や指導者から直接指導
を受ける講習会等を実
施する。

　「市民皆スポーツ」
をモットーに、スポー
ツ・レクリエーション
の普及振興を図り、市
民の健康で明るい市民
生活に寄与するため、
市内全域で各種大会や
行事を開催。

11.5億円
（H30年
度）

5種目以上

－

5種目以上

―

11.5億円

2,325

101,961

4,650

990

7,196

19,251

1位
（H31年
度）

210人
（H26年
度）

10.5億円
(H25年度)

―

1,800人
(Ｈ22年
度)

市民体育祭選手参
加者数

55
夢・スポーツ振
興事業

市民体育祭

54
総合型地域ス
ポーツクラブ育
成・支援事業

生涯スポーツ振
興事業

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

Ⅲ-2-
(3)-① 
誰もが気
軽にス
ポーツに
親しめる
環境づく
り

　生涯スポーツの普
及・振興のため、各区
においてスポーツ教
室、ニュースポーツ体
験会などを開催。

53

52

8,000

3,779

職
員

8,500

104,266

19,73220,279

8,500

5,825

3,455 3,455

8,500

人

人

順調

人

人

　「誰もが気軽にスポーツに
親しめる環境づくり」を推進
するために、市民に身近なス
ポーツ大会の開催から、プロ
アスリートの育成、生涯ス
ポーツの普及・振興など、幅
広く事業を展開していく。
　ラグビーワールドカップ
2019については、ウェールズ
代表のキャンプの成功に向け
て、ハード・ソフト両面の充
実や交流事業実施等による市
民の機運醸成を図る。
　2020年東京オリンピック・
パラリンピック競技大会につ
いては、誘致対象国へのキャ
ンプ地誘致活動を継続・強化
させるとともに、本市のホス
トタウン相手国であるタイ王
国とは、卓球とテコンドーの
キャンプが決定しており、引
き続き同国との交流事業を推
進していく。その他各種大規
模大会の誘致についても引き
続き実施していく。
　また、ミクニワールドスタ
ジアム北九州を活用するな
ど、「見る」スポーツの更な
る振興を図っていく。

　目標を上回る参加者数と
なっており、「順調」と判
断。

　強化講習会等の実施種目
（目標：5種目、実績：10種
目）、選手強化事業参加者数
が目標を大幅に上回ってお
り、「大変順調」と判断。

　各区こどもまつりと同時開
催することにより、目標を上
回る参加者数となっており、
「大変順調」と判断。

【評価理由】
　「誰もが気軽にスポーツに
親しめる環境づくり」を推進
するため、各事業において設
定した成果指標の目標を概ね
達成しており、「順調」と判
断。

【課題】
　「誰もが気軽にスポーツに
親しめる環境づくり」におい
て、目玉事業のひとつである
「北九州マラソン」を継続開
催するとともに、より満足度
の高い大会となるように工夫
をしていく必要がある。

順調

3.00

0.24

　ランナー募集の申込数は、
定員拡大後も依然定員の2倍
以上を保っている。また、78
あるランキング対象の大会の
中でベストテンを維持してい
る。
　加えて、多くのボランティ
アと途切れることのない沿道
からの応援により、大変な盛
り上がりを見せている。
　以上のことから「大変順
調」と判断。

係
長

　会員数の目標値には達して
いないが、市内の総合型地域
スポーツクラブが一堂に集ま
り、子どもから大人まで参加
する大運動会である「スポー
ツファンタジア」（H30.3.11
開催）において多くの参加者
（549名）がある等、クラブ
間の交流が図られていること
から、「順調」と判断。

大変
順調

順調

64,750

職
員

係
長

6,305

0.49

1.50

104,458

42,480人
（Ｈ28～
30年度）

28,000人
（H30年度
以降毎年

度）

30,367人
(Ｈ26年
度)

　地域住民の自主的な運
営により、身近な地域で
様々なスポーツに親しむ
ことのできる総合型地域
スポーツクラブの育成・
支援に取り組む。

マラソン大会開催
による経済波及効
果

9位
（H28年
度）

課
長

12,371人
(Ｈ26年
度)

インターネットで
のマラソン大会全
国評価ランキング
（参加者7,000人以
上の大会を対象）

56

―
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

26 回 27 回

実
績

26 回 28 回

達
成
率

100.0 ％ 103.7 ％

目
標

3,000 人 3,000 人

実
績

3,251 人 3,051 人

達
成
率

108.4 ％ 101.7 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

83 ％ 82 ％

達
成
率

92.2 ％ 91.1 ％

目
標

4,500 人 5,000 人

実
績

3,224 人 5,939 人

達
成
率

71.6 ％ 118.8 ％

目
標

40 ％ 40 ％
課
長

0.05 人

実
績

27 ％ 27 ％
係
長

0.15 人

達
成
率

67.5 ％ 67.5 ％
職
員

0.60 人

目
標

実
績

1
ケ
国

1
競
技

達
成
率

目
標

3 件 3 件

実
績

4 件 3 件

達
成
率

133.3 ％ 100.0 ％

　ギラヴァンツ北九州主催試
合の平均入場者数が目標を上
回ったため、「順調」と判
断。

順調

順調

　スポーツ観戦率は目標に届
かなかったが、ギラヴァンツ
のホームゲームでは入場者数
が平成28年度より増えている
ことや、北九州市民球場での
ソフトバンクホークス公式戦
では平均入場者数が定員の9
割超で良好に推移しているこ
とから、「順調」と判断。

順調

ホームタウン推
進事業

大規模国際大会
誘致関係事業

国際
ス
ポー
ツ大
会推
進室

ス
ポー
ツ振
興課

　市内での国際大会等
の開催により、「み
る」スポーツの機会の
拡大を図り、多くの市
民のスポーツへの関心
の向上及び個々の競技
力の向上等につなげ
る。

　生涯スポーツの振興
やまちの賑わい創りに
繋がる大規模国際大会
の試合会場、及びラグ
ビーワールドカップ
2019や2020年東京オリ
ンピック・パラリン
ピック競技大会のキャ
ンプ地を本市に誘致す
ること、並びに誘致前
後のスポーツ交流や文
化交流等へと繋げるこ
とを目的として、誘致
プロモーションの展開
や官民一体となった
「誘致委員会」による
積極的な活動を行う。

57

ス
ポー
ツ振
興課

ス
ポー
ツ振
興課

59

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

―

戦略的な誘
致プロモー
ション活動
等の実施

0.10

0.20

職
員

人

54,000

人

国際大会や全国大
会等の開催

定員
3,000人
（毎年
度）

30回
(H32年
度)

1ヶ国又
は1競技
以上

（H31年
度）

6,575

3,075

課
長

課
長

職
員

3,700 2,615

29回
(H26年
度)

ギラヴァンツ北
九州支援事業

60

Ⅲ-2-
(3)-② 
スポーツ
を通した
にぎわい
づくり

　本市をホームタウ
ン・準ホームタウンと
する、「ギラヴァンツ
北九州」や「堺ブレイ
ザーズ」「福岡ソフト
バンクホークス」等の
市民観戦事業や、体験
教室の開催など、市民
がスポーツに親しむ
きっかけ作りを実施。

58

国際大会・全国
大会等スポーツ
開催

　本市のシンボルチー
ムである「ギラヴァン
ツ北九州」を支援する
ため、ホームゲーム開
催経費や遠征費の一部
を補助。

課
長

29,805

3,650 3,750 順調

人

人

人

【評価理由】
　「スポーツを通したにぎわ
いづくり」のため、本市のシ
ンボルチームである「ギラ
ヴァンツ北九州」の支援や、
「ラグビーワールドカップ
2019」及び「2020年東京オリ
ンピック・パラリンピック競
技大会」のキャンプ地誘致活
動等、各種大規模大会の誘致
活動を実施しており、各事業
で設定した目標を概ね達成し
ているため、「順調」と判
断。

【課題】
　「ギラヴァンツ北九州」主
催試合の平均入場者数や「ス
ポーツ観戦率」が目標に届い
ていないことから、今後もミ
クニワールドスタジアム北九
州を活用するなど、「見る」
スポーツの更なる振興を図る
必要がある。
　また、2020年東京オリン
ピック・パラリンピック競技
大会について、国単位での
キャンプ地誘致を実現させる
ため、積極的な誘致活動を推
進する必要がある。

　ラグビーワールドカップ
2019及び2020年東京オリン
ピック・パラリンピック競技
大会のキャンプ地誘致活動を
継続・活発化させるととも
に、その他各種大規模大会の
誘致についても引き続き実施
していく。
　また、ミクニワールドスタ
ジアム北九州を活用するな
ど、「見る」スポーツの更な
る振興を図っていく。

順調

　国際・全国大会等の開催
数、大型スポーツイベント
（自主事業）の参加人数につ
いて、ともに目標を達成でき
たことから「順調」と判断。

　ラグビーワールドカップ
2019及び2020東京オリンピッ
ク・パラリンピックにおける
キャンプ地誘致数について中
期目標を達成していること、
国際大会や全国大会等の開催
件数が目標値に達しているこ
とから「順調」と判断。

2.00

人

係
長

0.05

係
長

0.20

0.10

0.01

62,680

60,000

87％
(H26年
度)

スポーツ観戦率

3,000人
(H26年
度)

3,622人
(H26年
度）

ギラヴァンツ北九
州の市民認知度

ラグビーワールド
カップ2019及び
2020東京オリン
ピック・パラリン
ピックにおける
キャンプ地誘致数

90％
(毎年
度)

－

40％
(H32年
度)

職
員

人

人

人

係
長

3.00

1.00

71,950

64,450 58,978

ギラヴァンツ北九
州主催試合の平均
入場者数

―

大型スポーツイベ
ント（自主事業）
の参加人数

４件
（H27年
度）

15件以
上

（H27～
31年
度）

62,879

60,00060,000

7,000人
(H30年
度以降
毎年度)

23％
(H26年
度)

国際・全国大会等
の開催数
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

100 日
課
長

0.05 人

実
績

115 日
係
長

0.09 人

達
成
率

115.0 ％
職
員

0.17 人

目
標

134
団
体

134
団
体

課
長

0.05 人

実
績

133
団
体

133
団
体

係
長

0.10 人

達
成
率

99.3 ％ 99.3 ％ 職
員

0.30 人

目
標

10
団
体

10
団
体

課
長

0.05 人

実
績

7
団
体

4
団
体

係
長

0.15 人

達
成
率

70.0 ％ 40.0 ％ 職
員

0.20 人

目
標

42
千
人

42
千
人

実
績

41
千
人

40
千
人

達
成
率

97.6 ％ 95.2 ％

目
標

2,200
千
人

2,200
千
人

実
績

2,133
千
人

2,040
千
人

達
成
率

97.0 ％ 92.7 ％

　地域カルテフォローアップ
事業は、主に前年度にカルテ
事業を実施した地域を対象と
して、課題解決に向けて主体
的に取り組んでいただく事業
であり、地域の選定にあたっ
ては、実施体制が整った地域
から順次実施することにして
いる。
　平成29年度については、カ
ルテ事業を各区隔年で実施す
るよう方針転換したため、対
象地域が減り、目標を下回っ
たことから「やや遅れ」と判
断。

　補助金の導入団体数は、概
ね目標を達成していることか
ら「順調」と判断。

順調

やや
遅れ

順調

地域総括補助金を
導入したまちづく
り協議会数

市民センター1館当
たりの利用者数

324,012

3,7223,524

順調

地域カルテフォ
ローアップ事業を
実施したまちづく
り協議会の数

Ⅲ-3-
(1)-② 
地域コ
ミュニ
ティ施設
の活用・
運営

地域
振興
課

地域
振興
課

地域総括補助金

ス
ポー
ツ振
興課

　北九州スタジアム
は、都心部に人が集
い、にぎわいあふれる
北九州市の創出を目指
し、Ｊリーグやラグ
ビートップリーグなど
の試合、小中高生の
サッカー・ラグビー大
会、グラウンド・ゴル
フ大会、子どもたちへ
の芝生開放などに加
え、まちににぎわいを
生み出すイベントの開
催など、市民に夢と感
動を提供できる施設で
ある。
　施設の適切な維持管
理・運営を実施するこ
とで、「みる」スポー
ツの機会提供の充実を
図り、スポーツを通し
たまちのにぎわいを生
み出す。

　市民センターの管理
運営を円滑・適正に行
うため、公募により多
様な人材を市民セン
ター館長として採用
し、地域の活動を担う
まちづくり協議会への
管理委託などを行う。
　また、市民センター
を拠点とした地域づく
りを推進するため、未
整備校区に市民（サ
ブ）センターを整備
し、老朽化対策やバリ
アフリー化を図り計画
的な改修を行う。

　まちづくり協議会の
活性化を図るため、地
域課題解決のアイデア
等を盛り込んだ「地域
カルテ」の作成や、地
域カルテに基づく活動
を支援するフォロー
アップ事業を行うとと
もに、「地域づくりマ
ネジメント研修」を開
催し、住民主体の地域
づくりを促進する。

地域
振興
課

　各地域団体が連携・
協力し、まちづくり協
議会を中心に地域が一
体となった地域づくり
を促進するため、これ
まで市各部局が事業ご
とに地域団体に交付し
ていた補助金を可能な
限り一本化し、まちづ
くり協議会に交付す
る。

課
長41千人

(H27年
度)

2,274,383

2,200千人
(毎年度)

2,205,624

5,726

42千人
(毎年
度)

2,087,750

3,825

64

住民主体の地域
づくりの促進

市民センターの
充実

61

Ⅲ-3-
(1)-① 
市民主体
の地域づ
くりの促
進

63

62

北九州スタジア
ム維持管理事業

341,555

　引き続き、地域が一体と
なった住民主体の地域づく
り･まちづくりを促進するた
め、まちづくり協議会や、地
域で様々な取り組みを行う各
種地域団体等に対し、「地域
総括補助金」の交付や、各種
支援事業などの地域のニーズ
に応じた施策を展開する。

順調

【評価理由】
　地域カルテフォローアップ
事業を実施したまちづくり協
議会の数は目標値に届かな
かったものの、市内全体を対
象としている地域総括補助金
の交付は前年並みに行われて
いることから、「順調」と判
断。

【課題】
　地域が抱える課題や、その
解決に向けた取り組みの内容
は様々であり統一的な施策に
よる支援が困難であるが、他
の事業局や区役所コミュニ
ティ支援課等と連携しなが
ら、地域が主体的に地域課題
を解決することができるよ
う、住民主体の地域づくりに
努める必要がある。

順調

【評価理由】
　市民センター１館あたりの
利用者数は前年度実績と同程
度であることから、引き続き
地域活動が活発に行われてお
り、「順調」と判断。

【課題】
　今後も、市民センターを市
民が安心して利用できるよ
う、老朽化対策やバリアフ
リー化などのハード面の整備
とともに、市民センター館長
や職員の能力向上など、ソフ
ト面の充実も図っていくこと
が必要である。

　引き続き、市民センターを
拠点とした地域づくりを促進
するため、老朽化対策やバリ
アフリー化等ハード面を整備
するとともに、館長及び市民
センター職員の能力向上を図
る研修や、タイムリーな情報
発信等ソフト面の充実に努
め、利用者の増加を図る。

3.30

　市民センターからの情報発
信を進めた結果、利用者数や
コミュニティ活動の参加人数
がほぼ目標を達成しているこ
とから、「順調」と判断。

　Ｊリーグやラグビートップ
リーグなどスポーツの利用に
加え、子ども達によるダンス
や芝生体験、ウォーキング大
会など様々な形での利用があ
り、にぎわい創出に寄与でき
た。
　グラウンドの年間利用日数
は目標を達成することができ
たため、「順調」と判断。

2,084千人
(H27年度)

市民センターにお
けるコミュニティ
活動の参加人数
（延べ）

―

―

住民主体
の新たな
地域づく
りが活発
に行われ
ている状

態

137団体
(H35年
度)

130団体
(H26年
度）

人

人1.00

1.00

職
員

46,250

人

2,750

係
長

3,575

―

389,826

「みる」スポーツ
の機会提供の充実
（グラウンドの年
間利用日数）

100日
（毎年
度）

95,955102,355
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

85 ％ 85 ％

実
績

84.4 ％ 81.0 ％

達
成
率

99.3 ％ 95.3 ％

目
標

46 % 46 %

実
績

41.7 % 39.6 %

達
成
率

90.7 ％ 86.1 ％

目
標

75
法
人

90
法
人

実
績

73
法
人

88
法
人

達
成
率

97.3 ％ 97.8 ％

目
標

24,000 人 24,500 人

実
績

24,222 人 24,338 人

達
成
率

100.9 ％ 99.3 ％

目
標

74 件 80 件

実
績

80 件 86 件

達
成
率

108.1 ％ 107.5 ％

目
標

330 人 380 人

実
績

331 人 378 人

達
成
率

100.3 ％ 99.5 ％

目
標

5 件 5 件
課
長

0.03 人

実
績

5 件 5 件
係
長

0.10 人

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％
職
員

0.15 人

市民
活動
推進
課

　地域づくり活動へ肯定的な
考えの市民の割合、地域づく
り活動への参加者の割合につ
いては、双方とも昨年度実績
を下回っているが、目標値に
近い結果となっているため
「順調」と判断。

順調
NPOと企業・地域・
大学等との協働件
数

新規設立NPO法人数
（累計）

順調

職
員

0.30

18,588

補助交付事業件数
（累計）

成果発表会の参加
人数（累計）

　自治会と連携しなが
ら、加入率向上や組
織・活動の見直し及び
人材育成など新たな課
題への対応につながる
様々な事業に取り組
み、自治会･町内会の
活性化を図る。

市民
活動
推進
課

Ⅲ-3-
(1)-③ 
自治会・
町内会へ
の加入促
進

4,095

職
員

21,450

係
長

4,1102,607

人

人3,275

2,470

人0.15

0.101,845 2,035

　市民主体のまちづく
りを推進するため、市
民活動への理解を深
め、新たな担い手の参
加を促すとともに、
NPOと様々な団体間の
ネットワークづくりや
協働を支援する。

　市民活動の更なる促
進を支援するため、
NPO等が専門性を発揮
して行う活動に対し、
事業費の一部を補助す
る。

地域
振興
課

26人
（H22年

度)

46％
(毎年
度)

105法人
(H30年
度)

85％
(毎年
度)

33,16530,483

18,445

自治会･町内会活
性化の促進

68

市民
活動
推進
課

66

NPO公益活動支援
事業

67

多様な主体によ
る市民活動の輪
づくり事業

Ⅲ-3-
(2)-① 
NPO、ボ
ランティ
ア活動の
支援

Ⅲ-3-
(2)-② 
NPO、企
業、研究
機関など
との連携
の構築

65

NPO・市民活動促
進事業

40.5%
（H23年
度）

18,362人
(H20年度)

地域づくり活動へ
の参加者の割合

18法人
（H24年

度)

25,000人
(H30年度)

86件
(H30年
度)

15件
（H21年

度)

5件
（H30年

度)

430人
(H30年
度)

サポートセンター
利用者数

5件
（H28年
度）

36,872

4,698

20,137

2,489

係
長

課
長

　自治会・町内会を取り巻く
課題を解決し活性化を促進す
るために、マンション等の管
理会社等の関係者に積極的に
働きかけていくほか、引き続
き地域コミュニティの重要性
や自治会の必要性について幅
広く理解を求めることに力を
入れていく。
　また、地域でリーダーシッ
プを発揮する人材や地域活動
の担い手育成支援を積極的に
行い、自治会・町内会の加入
促進や活性化を図っていく。

順調

【評価理由】
　自治会・町内会の加入促進
や活発化に繋がる広報・研修
については、市自治会総連合
会と連携しながら継続的に取
り組んでいる。「地域づくり
活動へ肯定的な考えの市民の
割合」「地域づくり活動への
参加者の割合」は前年度実績
をそれぞれ下回っているが、
目標値に近い結果となったこ
とから「順調」と判断。

【課題】
　世代に応じた働きかけや、
マンション等の自治会加入促
進に向けた取組みなどによ
り、自治会・町内会の活性化
に努めていく必要がある。

75.4%
（H23年
度）

地域づくり活動へ
肯定的な考えの市
民の割合

　市民活動の促進に加
え、NPOと行政の協働
を推進するため、活動
や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

係
長

課
長

人

人

0.30

人

人

0.10

2.00

順調

0.10

　多様な主体による協働を推
進するため、NPO、企業等と
の交流会を引き続き実施し、
団体間の協働を支援する。

　NPOと企業・地域・大学と
の交流会等を通して、団体間
のネットワークを構築し、協
働件数が目標を達成したこと
から「順調」と判断。

　新規設立NPO法人数及びサ
ポートセンター利用者数が目
標を概ね達成しているため
「順調」と判断。

順調

【評価理由】
　協働件数が目標を達成した
ことから「順調」と判断。

【課題】
　参加団体へのフォローアッ
プ等を行い、団体間の協働事
業の立ち上げを支援する。

職
員

　市民活動を促進する講座の
実施や情報提供の充実を図っ
ていく。

【評価理由】
　新規設立NPO法人数（累
計）や補助交付事業件数（累
計）等の成果指標は概ね達成
できたため、「順調」と判
断。

【課題】
　さらなる市民活動の支援に
よってNPO・ボランティア活
動参加者の掘り起こしにつな
げていく必要がある。

順調

0.30

課
長

0.03

人

　補助交付事業件数及び成果
発表会の参加人数が目標を概
ね達成しているため「順調」
と判断。

順調

人
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

1,000 人 1,250 人

実
績

1,275 人 1,555 人

達
成
率

127.5 ％ 124.4 ％

目
標

8
団
体

10
団
体

実
績

9
団
体

11
団
体

達
成
率

112.5 ％ 110.0 ％

目
標

5 件 5 件
課
長

0.03 人

実
績

5 件 5 件
係
長

0.10 人

達
成
率

100.0 ％ 100.0 ％
職
員

0.15 人

目
標

75
法
人

90
法
人

実
績

73
法
人

88
法
人

達
成
率

97.3 ％ 97.8 ％

目
標

24,000 人 24,500 人

実
績

24,222 人 24,338 人

達
成
率

100.9 ％ 99.3 ％

目
標

1,000 人 1,250 人

実
績

1,275 人 1,555 人

達
成
率

127.5 ％ 124.4 ％

目
標

8
団
体

10
団
体

実
績

9
団
体

11
団
体

達
成
率

112.5 ％ 110.0 ％

市民
活動
推進
課

市民
活動
推進
課

　協働に関する理解を
深めるための研修、協
働事業を実施するため
に必要な団体運営力向
上を図るための研修を
実施する。
　また、経済的に自立
したNPOの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

1,962

1,500人
(H30年
度)

順調

課
長

0.30

0.30

NPOと企業・地域・
大学等との協働件
数

4,698

105法人
(H30年
度)

係
長

964

18,588

課
長

　NPOと企業・地域・大学と
の交流会等を通して、団体間
のネットワークを構築し、協
働件数が目標を達成したこと
から「順調」と判断。

20,137

18,362人
(H20年度)

203人
（H22年

度)

964

　NPOとの協働についての研
修への参加者数が目標を達成
しているため「順調」と判
断。

人

0.20

2.00

順調

人

NPOとの協働につい
ての研修への参加
者数（累計）

サポートセンター
利用者数

1,962

　市民主体のまちづく
りを推進するため、市
民活動への理解を深
め、新たな担い手の参
加を促すとともに、
NPOと様々な団体間の
ネットワークづくりや
協働を支援する。

市民
活動
推進
課

人

人0.20

0.30

7,5501,132

2,607

1,132

市民
活動
推進
課

新規設立NPO法人数
（累計）

収入増加団体数
（累計）

　協働に関する理解を
深めるための研修、協
働事業を実施するため
に必要な団体運営力向
上を図るための研修を
実施する。
　また、経済的に自立
したNPOの増加を図る
ため、資金調達力や企
画力の向上を図るセミ
ナーを実施する。

　市民活動の促進に加
え、NPOと行政の協働
を推進するため、活動
や協働等に関する相
談・助言、情報提供、
研修・啓発等を実施す
る。

3団体
(H26年
度)

203人
（H22年

度)

「NPOとの協働に
よるまちづく
り」人材育成事
業

「NPOとの協働に
よるまちづく
り」人材育成事
業

多様な主体によ
る市民活動の輪
づくり事業

NPO・市民活動促
進事業

72

70

69

71

Ⅲ-3-
(3)-① 
市民参画
と協働の
ための仕
組みづく
り

Ⅲ-3-
(3)-② 
市民との
協働を推
進できる
市役所づ
くり

収入増加団体数
（累計）

12団体
(H30年
度)

5件
（H28年
度）

18法人
（H24年

度)

NPOとの協働につい
ての研修への参加
者数（累計）

3団体
(H26年
度)

係
長

25,000人
(H30年度)

職
員

課
長

職
員

7,550

　NPOとの協働についての研
修への参加者数が目標を達成
しているため「順調」と判
断。

0.30

順調

　協働への理解を深めるセミ
ナーや協働事例の発信、各団
体間の自主的な協働の側面支
援に引き続き取り組んでい
く。

順調

【評価理由】
　協働についての研修の参加
者数、協働件数ともに目標を
達成したことから「順調」と
判断。

【課題】
　多様な主体による協働をさ
らに推進するため、各団体間
のネットワークをさらに構
築・拡大する必要がある。

　新規設立NPO法人数及びサ
ポートセンター利用者数が目
標を概ね達成しているため
「順調」と判断。

21,450

5件
（H30年

度)

12団体
(H30年
度)

1,500人
(H30年
度)

2,4704,110

　市民との協働を推進するた
め、協働意識向上のための研
修、セミナー等の充実、
NPO・市民活動に関する情報
提供に取り組む。

人

人

人

人

0.30
係
長

人

順調

順調

18,445

職
員

【評価理由】
　各事業の目標を概ね達成し
ており、市民との協働を推進
しているとして「順調」と判
断。

【課題】
　市民活動の担い手の育成
や、協働に対する啓発をさら
に推進する必要がある。

0.30
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市民文化スポーツ局

平成29年度　行政評価の取組結果（市民文化スポーツ局）

指標名等
現状値

（基準値）
中期
目標

予算額
（千円）

決算額
（千円）

決算額
（千円）

金額
（千円）

職
位

事業
評価

評価の理由
局施策
評価

局施策評価の理由及び課題

H31年度予算要求に向けた 
施策の方向性

【Plan】　計画　／　【Do】　実施

H29年度 H28年度 人件費（目安）

人数H28年度

施策番号
・施策名

No.
基本計画の施策を構成する

主な事業・取組
主要事業
所管課名

H29年度
事業・取組概要

事業評価の成果指標（目標・実績）

【Check】　　評価　／　【Action】改善

H29年度

目
標

25 件 31 件
課
長

0.10 人

実
績

27 件 32 件
係
長

0.10 人

達
成
率

108.0 ％ 103.2 ％
職
員

0.15 人

目
標

22,000 人 22,000 人
課
長

0.50 人

実
績

24,743 人 22,536 人
係
長

0.50 人

達
成
率

112.5 ％ 102.4 ％
職
員

0.25 人

目
標

実
績

48,404 人 47,205 人

達
成
率

104.6 ％ 97.5 ％

目
標

90 ％ 90 ％

実
績

88 ％ 85 ％

達
成
率

97.8 ％ 94.4 ％

目
標

110,000
千
円

110,000
千
円

実
績

408,148
千
円

519,944
千
円

達
成
率

371.0 ％ 472.7 ％

目
標

65.0 % 75.0 %

実
績

72.6 % 88.1 %

達
成
率

111.7 ％ 117.5 ％

目
標

25 件 31 件
課
長

0.10 人

実
績

27 件 32 件
係
長

0.10 人

達
成
率

108.0 ％ 103.2 ％
職
員

0.15 人

56,388

文学館普及研究
費

前年度
(46,278
人)比増

　環境未来都市計画が
掲げる目標を達成する
ため、NPOなどの提案
団体と市が協働して取
り組む事業に経費の一
部を補助。

Ⅵ-1-
(1)-① 
市民の力
で環境力
を高める
仕組みづ
くり

77

　松本清張に関するあ
らゆる資料を収集・整
理し、松本清張の「人
と作品」を研究する調
査研究・資料収集事業
の実施や研究誌を発行
する。また、松本清張
研究者に奨励金を贈呈
する研究奨励事業を実
施する。
　さらに、企画展の開
催や講演会、読書感想
文コンクールなどの市
民文芸活動支援事業を
行う。

市民活動団体等
による環境未来
都市推進支援事
業

市民
活動
推進
課

文学
館

市民
活動
推進
課

順調

職
員

大変
順調

順調

　撮影隊の市内滞在に伴う地
域経済への貢献、北九州フィ
ルム･コミッションの市民へ
の認知度ともに、目標値を大
幅に上回ったことから「大変
順調」と判断。

　環境未来都市計画が
掲げる目標を達成する
ため、NPOなどの提案
団体と市が協働して取
り組む事業に経費の一
部を補助。

　目標を達成しており、NPO
の専門性がいかされた先進的
な事業が実施されているた
め、「順調」と判断。

1.00

1.00

0.50

順調

　北九州市ゆかりの文
学者の業績を企画展等
で紹介するとともに、
本市の文芸の振興に功
績のあった文学者を市
内外に発信する。

Ⅳ-4-
(2)-③ 
都市イ
メージの
向上

76
文化
企画
課

映像製作誘致強
化関連事業

58,187人
（H22年
度）

地域経済への貢献
（直接経済効果）

85％
（H22年
度）

松本清張記念館の
入館者数

北九州フィルム・
コミッションの市
民への認知度

0.40

1.80

【評価理由】
　NPO法人の専門性を活用し
た事業を展開しており、その
活動を支える補助交付事業の
件数が目標を達成しているた
め「順調」と判断。

【課題】
　行政と対等に協働できる
NPOが少数であること。

順調

5,206

　目標を達成しており、NPO
の専門性が活かされた先進的
な事業が実施されているた
め、「順調」と判断。

順調

順調

課
長

10,741人
（H23年
度）

前年度比
増

100,000
千円

(H21年
度)

大変
順調

【評価理由】
　補助交付件数が目標を達成
しており「順調」と判断。

【課題】
　行政と対等に協働できる
NPOが少数であること。

5,206

4,202

18,624

職
員

3,275

松本
清張
記念
館事
務局

1.80

17,668

11,930

18,628

4,780

　映画・テレビドラマ
等のロケ地誘致や撮影
支援を積極的に行い、
本市の知名度と都市イ
メージの向上を図る。
　また、活動成果の市
民との共有や、「映画
の街・北九州」という
新たな都市ブランドの
発信により、街のにぎ
わいの創出や市民交流
等のまちづくりにつな
げる。

36件
(H30年
度)

22,000人
（H30年
度）

入館者数
(単位：人）

13,418

企画展入場者の満
足度

6件
（H24年

度)

補助交付事業件数
（累計）

　協働の理解浸透を図る研修
や事例紹介を通じ、NPOによ
る環境未来都市を推進するた
めの事業を支援する。

　ソーシャルビジネスの創出
を図るための事業であり、今
後とも市との協働の理解浸透
を図りながら、NPOによる新
たなビジネス機会創出のため
の支援を継続していく。

74

市民活動団体等
による環境未来
都市推進支援事
業

Ⅳ-2-
(2)-② 
ソーシャ
ルビジネ
ス創出の
支援

73

Ⅳ-4-
(1)-② 
偉人・先
人の顕彰

松本清張記念館
研究センター・
普及事業

75

　入館者数増加に結びつくイ
ベント・企画展に取り組む。

　入館者数が目標を上回った
ため「順調」と判断。

人

　映像製作誘致強化関連事業
については、引き続きアジア
を中心とする海外作品の誘致
等に積極的に取り組み、「映
画の街・北九州」という都市
ブランドを国内外に広く発信
していく。

【評価理由】
　「北九州フィルムコミッ
ションの認知度」は年々高く
なっており、都市イメージの
向上と経済効果に繋がってい
ることから「大変順調」と判
断。

【課題】
　国内外に本市の魅力を発信
できる作品を誘致するため、
ロケ候補地の情報等を広く収
集する必要がある。

12,625

36件
(H30年
度)

6件
（H24年

度)

59.8%
(H25年
度)

4,202

係
長

人

36,100

90％以
上（毎
年度）

500,000
千円

（H30年
度以降
毎年
度）

80.0%
(H30年
度）

54,331

11,761

人

係
長23,250

人

前年度
比増

（毎年
度）

課
長

補助交付事業件数
（累計）

4,780

57,280 人

人

3,275

【評価理由】
　両館とも入館者数目標を概
ね達成していることから「順
調」と判断。

【課題】
　更なる入館者数の増加を目
指し、より集客力のあるイベ
ントや企画展を企画・開催す
る必要がある。順調

　入館者数、企画展の満足度
ともに概ね目標を達成してい
るため、「順調」と判断。
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